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ステップ５　各人の相続税額および納税資金不足額

これまで入力した基本情報、財産、各相続人の課税金額から各人の相続税のシミュレーション

結果を表示します。

この画面から生前贈与による税額比較、生命保険を活用した税額比較、遺留分の侵害額、

自社株の納税猶予額、二次相続の簡易計算、配偶者の遺族生活資金の不足額の各画面に移動する

ことができます。

この結果を基に、現在加入している生命保険の見直しに入ります。

まずは保険証券の確認から始めましょう！

連
帯
保
証
債
務
に
つ
い
て
の
解
説
画
面
が
表
示

解
説
ア
イ
コ
ン

相続人が6人以上の場合は、画面を横方向にスクロールしてください。

｢不足額を補う生命保険金額」

などが表示・非表示

1 2 3 4 5 6
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ステップ５　① 生前贈与による税額比較

1

ここでは、これから実行する生前贈与によって軽減される相続税額の計算ができます。

基礎控除(110万円)を上回る贈与を実行した場合には、軽減される相続税額と贈与税合計の

合計額(納税額計)と負担割合も表示されます。

生前贈与による税額比較

贈与する人数、金額、期間を入力

[計算]ボタンをタップすると計算結果を表示

生前贈与を使用する場合の納付税額
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ステップ５　② 一時所得形態による税額比較

2

納税対策に生命保険を活用する場合、「相続型」と「一時所得型」でどちらが有利かを確認する

ことができます。

一時所得形態による税額比較

[計算]ボタンをタップすると計算結果を表示

「相続型」の場合の

保険金に対応する相続税額

保険金受取人を選択し、該当する額を入力

A
B

C

「一時所得型」の場合の保険金に

対応する所得税(一時所得)・住民税額

≪ 計算方法 ≫は次のページ ≪ 計算方法 ≫は次のページ

25

(*2)  ・所得控除は基礎控除のみ適用して計算しています。

・所得税には復興特別所得税を含んでいます。

・住民税には均等割は考慮していません。

≪ 計算方法 ≫

保険金に対応する相続税額 ＝ A B
加入した保険金額を加えた

相続財産に対する相続税額

（*1）

元の相続財産

の相続税額

≪ 計算方法 ≫

保険金に対応する所得税(一時所得)・住民税額

＝

C

ステップ５　② 一時所得形態による税額比較
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●「相続型」の場合の保険金に対応する相続税額

●「一時所得型」の場合の保険金に対応する所得税(一時所得)・住民税額

年間所得金額の所得税・住民税額（*2）－

－

（一時所得金額 ＋ 年間所得金額）

の所得税・住民税額（*2）

(*1)  非課税金額控除を考慮。
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ステップ５　④ 納税猶予の活用

32

Ｃ

[相続税の一般納税猶予を活用した場合]を選択。

ステップ3「相続財産の一覧」の自社株(出資額評価)に入力いただいた情報により、

相続税の一般納税猶予が適用される場合の税額と実際の納付税額の計算結果が表示されます。

相続税の一般納税猶予を活用した場合

[詳細]ボタンをタップすると詳細画面を表示

子1が実際に納付する税額

子1の納付税額

子1＝後継者

子1の猶予される税額

[相続税の特例納税猶予を活用した場合]を選択。

ステップ3「相続財産の一覧」の自社株(出資額評価)に入力いただいた情報により、

相続税の特例納税猶予が適用される場合の税額と実際の納付税額の計算結果が表示されます。

相続税の特例納税猶予を活用した場合Ｂ

ステップ５　④ 納税猶予の活用

[詳細]ボタンをタップすると詳細画面を表示

31

子1が実際に納付する税額

子1の猶予される税額

子1の納付税額

子1＝後継者



ステップ５　④ 納税猶予の活用

32

Ｃ

[相続税の一般納税猶予を活用した場合]を選択。

ステップ3「相続財産の一覧」の自社株(出資額評価)に入力いただいた情報により、

相続税の一般納税猶予が適用される場合の税額と実際の納付税額の計算結果が表示されます。

相続税の一般納税猶予を活用した場合

[詳細]ボタンをタップすると詳細画面を表示

子1が実際に納付する税額

子1の納付税額

子1＝後継者

子1の猶予される税額

[相続税の特例納税猶予を活用した場合]を選択。

ステップ3「相続財産の一覧」の自社株(出資額評価)に入力いただいた情報により、

相続税の特例納税猶予が適用される場合の税額と実際の納付税額の計算結果が表示されます。

相続税の特例納税猶予を活用した場合Ｂ

ステップ５　④ 納税猶予の活用

[詳細]ボタンをタップすると詳細画面を表示
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子1が実際に納付する税額

子1の猶予される税額

子1の納付税額

子1＝後継者



ステップ５　⑤ 二次相続の簡易計算

33

5

配偶者自身の現在所有する財産(一次相続で取得する以外の財産)の入力が可能なので、

より正確な二次相続税額の計算ができます。

また、土地・建物については、二次相続時において小規模宅地の特例が適用できるかどうかを

選択できます。

二次相続の簡易計算

二次相続税額

[計算]ボタンをタップすると計算結果を表示

小規模宅地の

特例が適用できるか

どうかを選択

配偶者自身の

現在所有する財産を入力

二
次
相
続
時
の
小
規
模
宅
地
の
特
例
が

適
用
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
認

ステップ５　⑥ 配偶者の遺族生活資金

34

6

配偶者が [いる] 場合、「配偶者の生年月日」「月間希望生活費」の入力情報と「配偶者が

相続する換金性資産の合計額」により、算出した金額が表示されます。ただし、配偶者自身の

預貯金および遺族年金などは考慮しておりません。

また、配偶者の平均余命年数は女性の平均余命で算出しております。

この入力情報は、ステップ１「基本情報の入力」配偶者に関する質問画面『Q. 配偶者の遺族生活

資金の過不足を求めますか？』に反映されます。

配偶者の遺族生活資金

配偶者自身の生年月日と月間希望生活費を入力

[計算]ボタンをタップすると計算結果を表示

遺族生活資金の不足額

配偶者の平均余命は、

厚生労働省から毎年

公表される「簡易

生命表(女)」より算出



ステップ５　⑤ 二次相続の簡易計算
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5
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